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施設名

3日

講義（説明）・施設見学・施設実習（同行訪問）

AM

PM

14:30

15:00

16:00

看護職員地域確保支援事業

復職支援研修における標準プログラム（施設用）

研修コース

1日（随時）

講義（説明）・施設見学
看護体験（同行訪問）

3
日
目

職員との交流会

就業相談　（3日コースのみ）　…　本部協力員が実施

1
日
目

  　1　オリエンテーション・自己紹介・復職支援研修の案内・「ナースバンク登録に関する情報」の確認
 　 2　講義（説明）：施設によりその特殊性と看護職の役割、医療安全、感染管理、業務内容
 　 3　施設見学

　看護体験
　　1　指導者との同行訪問　→利用者・家族とのコミュニケーション、ケアの実際
　  2　指導者とともに、看護・介護ケアの見学、一部実践
　　3　診察介助・検査介助の見学、一部実践

　カンファレンス参加

2
⎰
3
日
目

指導体制 方法

訪問看護ステーション
研修内容

・訪問看護師の心構え
・利用者を取り巻くチームの
中での看護職の役割

・地域の医療機関との連携
について
・訪問記録
・ケアの実際

研修方法

・指導者による説明
・指導者の訪問に同行する
・カンファレンスへの参加

介護老人保健施設
特別養護老人ホーム

研修内容

・施設の特徴
・施設での看護職の役割
・多職種との連携、役割分担
・ケアの実際

研修方法
・指導者による説明
・ケアは見学あるいは指導者 の下
で実施可
・カンファレンスへの参加

診療所

研修内容

・診療所での看護職の役割
・診察介助、検査介助の実際
・療養指導・説明の実際

研修方法
・指導者による説明
・診察・検査介助、療養指導等
の見学、一部実践

指導体制・留意事項

▶研修生1名に対し1名の指導者を配置する
▶訪問、ケア、診察見学の際は、必ず患者・利用者の同意を得る
▶採血・注射・カテーテル管理・医療機器の取扱い・吸引・服薬介助等の看護技術は

見学とする
▶食事・排泄ケア・清潔ケア等は指導者の判断の下で一緒に実施可


	施設標準プログラム

